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＜露出防水・シート系防水＞ 

 シートの接合部がはく離している場合や、シートが破断

している場合は漏水の恐れがある。 

立上り周辺部は、シート接合部のはく離部分の深さが１

cm 以上となっていないか確認する。また、平面部は接合部

のはく離の深さが１cm 以上となっていないか、防水層の破

断・損傷が無いか確認する。 

 

【点検のポイント（シート系防水）】 

□立上り周辺部のシート接合部のはく離（目安：深さ１

cm 以上）がないか。 

□平面部のシート接合部のはく離（目安：深さ１cm 以

上）、ずれがないか。 

□平面部の防水層の破断・損傷がないか。 

 

 

●解説 その他の劣化現象 

これらの劣化現象は対処を必要とするものではないが経過観察を行うことが望ましい。 

●シート接合部のはく離（平面部）*2 
 

●ドレン接合部のはく離*2 

はく離深さ 

●シート接合部のはく離*2 
はく離部分にマイナスドライバーや定規
などを差し入れて深さを確認する 

●シート接合部のはく離（立上がり周辺部）*1 

●水溜まりあと*1 

断面図 

●防水層の破断、損傷*2 
（外的要因による破断） 

●防水層の破断、損傷*2 
（固定金具付近の破断） 

●立上り部の浮き、たるみ 
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＜露出防水・塗膜系防水＞ 

 防水層の端末部がはく離している場合や、防水層に破断

がある場合は漏水の恐れがある。 

立上り周辺部、ドレン部周囲は端末部にはく離がないか

確認する。また、平面部は接合部の破断・損傷がないか確

認する。 

さらに、塗膜系防水の表面は保護塗料が施されており、

この健全性が失われると防水層に影響がある。保護塗料の

消失、白亜化（チョーキングともいう）が無いか確認する。

白亜化は塗膜表面の樹脂の劣化に伴い顔料が露出し、粉を

ふいたような状態になる現象。指、布で表面をこすり、付

着物を確認する。 

 

【点検のポイント（塗膜系防水）】 

□立上り周辺部分の端末やドレン部周囲にはく離がない

か。 

□平面部防水層の破断・損傷がないか。 

□平面部表面の保護塗料の消失・白亜化がないか。 

 

 

●立上り周辺部のはく離*1 

●白亜化（チョーキング）*1 

●接合部の破断・損傷*1 

●保護塗料の消失*2 
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●参考：防水層の種類の見分け方 

①防水層が直接見えるか？ YES→②へ NO→押え防水 

②防水層の重ねはあるか？ YES→③へ NO→塗膜系防水 

③表面に砂粒がついているか？ YES→アスファルト系防水 NO→④へ 

（経年により砂粒が消失している場合があります） 

④重ね幅は 10cm 程度、シート幅 90cm 程度か？ YES→アスファルト系防水 NO→シート系防水 

●解説 その他日常点検時に対処すべき現象 

●塗膜系防水の例*1 

●ドレンまわりに枯葉等が堆積している場合は取除く*1 

●アスファルト系防水の例*1 

●シート系防水の例*1 ●アスファルト系ルーフィングの重ね幅とシート幅*1 

 

●アスファルト系防水表面の砂粒の例*1 

●押え防水の例*1 
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●参考：屋上防水の部分と用語 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・パラペット：屋上などの外周部に設けられた低い壁（無い場合もある） 

・笠木：パラペット天端に取り付ける金属やモルタルなどで作られた部位 

・伸縮目地：押え防水のコンクリートは日射熱により膨張・伸縮する。これによりひび割れることのないよう

設ける目地 

・押え層：防水層の上にコンクリートなどの層を設けて防水層を保護する層、保護層ともいう 

・ドレン：雨水の排水のための部材、横引きドレンと縦引きドレンがある 

・脱気装置：下地からの湿気を外部に放出する装置 

・立上り：パラペットの内側の側面の部分や架台の側面部分を指す 

・固定金具：シート系防水の機械的固定工法において、シートの固定に用いられる金具を指す 

・架台：アンテナなどの設備機器を載せる台や基礎部分 

・端末固定：防水層の端末部は金属製の平板などで固定されている 

 

●ドレンの例（左：横引きドレン、右：縦引きドレン）*1 

  

 

●露出防水の例*1 

●固定金具による凸部の例*1 ●押え防水の例*1 

パラペット 

伸縮目地 

脱気装置 

押え層 

笠木 
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■雨樋の劣化及び損傷の状況 

竪樋の塗装の剥がれや亀裂は、放置しておくと劣化やひ

び割れ等が進行し、雨漏りの原因となる。また竪樋の支持

金物の腐食（さび）も放置すると、樋がぐらつき危険を伴

う。 

また、フロアドレインに腐食（さび）や詰まりがあると、

排水が上手くいかずにそこから雨漏りが発生することもあ

るので注意が必要である。 

 

【点検のポイント】 

□竪樋の塗装の剥がれ、き裂、腐食（さび）、欠損がない

か。 

□支持金物、フロアドレインのさびがないか。 

 

 

 

 

 

 

 

イ）屋根 

■屋根の劣化及び損傷の状況 

屋根葺き材の確認は地上から行う（屋根には上らないこ

と）。 

屋根葺き材の欠け・脱落、割れ、浮きが生じている状態

は、雨水の浸入による下地材の劣化を促進させる。また、

屋根面のゆがみがみられる場合は下地の腐朽が懸念される。 

金属屋根葺き材の腐食（さび）の発生や塗膜のはがれ、

住宅屋根用化粧スレート（コロニアルともいう）表面の塗

り仕上げのはく離が目立つ場合は屋根葺き材の劣化が進行

している恐れがある。 

 

【点検のポイント】 

□屋根葺き材の欠け・脱落、割れ、浮きがないか。 

□屋根面のゆがみがないか。 

□（金属屋根葺き材）腐食（さび）がないか、塗膜のは

がれが目立たないか。 

□（住宅屋根用化粧スレート）塗り仕上げのはく離が目

立たないか。 

 ●化粧スレート表面の塗り仕上げのはく離 

●金属屋根葺き材の腐食（さび） 

 

●フロアドレインの錆 

●雨樋の劣化、ひび割れ、塗装の剥がれ 


